



故 須 佐 貢 三良r・宍戸英雄村
The Late Torasaburo SUSA & Hideo SHISHIDO Soil scien七ifical





































(4) 調査並 に試 験結果
1)供試土壌並に竿果園の欣況
第 1表
望書 |採集個所 1土壌番号| 土 唐 | 縮果病発生獄況
洪積 |東村山都 INo. 1 I A 0-30cm暗褐色で透水性及び通根性112年島紅玉ω本中日本擢病，同
l豊田村金沢 I.'VI 不良 |圏中倭錦少々発病，国光は発病
向 上 [No. 2 [B30-4Icm友褐色で磯を含まない・透!していない
水性及び遜根性不良 ! 







同 上 No. 5 現地調査Lていない 擢病している
同 上 No. 6 同 上 同 上
同 上 No. 7 同 上 同 上
同 上 No. 8 同 上 同 上
同 上 No. 9 同 上 同 ト
沖積|北村山詩 No.IO 同 上 同 上
東神村寺生山郡村 No.' !1 同 上 同 上
童北Jl 書郡 No. 12 同 上
沖積 | 村山 I No叩 ι1日艇の嬢土 43年生紅玉全然擢病していない
市申 町 B 12-40c皿黒暗梅褐色色で磯壊土を含む壌土
040ー の
































































































































No. 2 (/ 
No. 3 〆r
No. 4 (/ 
No. 5 か
No. 6 グ
No. 7 1/ 
No' 8 ρ 



























あり， 概 して pH6.0前後のもの
が多数を占めている・ 1規定塩化 I
加里液の場合，NO.12及び No.6







供試¥ 目 pII 置換酸度 !加水酸度
土壌、 「百JσIN-KCI I Y】 Yl 
‘ l No. 1(豊田)i 
No. 2 (/ 
1'0. 3 1/ 
No.4ノ
No. 5 1/ 
No. 6 (/
No.7 /，γ 
No. 8 (/ 





















































の0.4である.其の他は5以ドのものが多い. カ日水酸度も NO.3及び NO.flが例外に大きく
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No. 1 (諮問)i 
No. 2 11 
No. 3ρ 
No. 4 11 
No. 5 か
No. 6 1/ 
No. 7 か
1'0会 8 か I
No. 9 1/ 
No. 10 (東根)i 
No. 1 (山寺)i 





























































女に園土([)pHを観ると No.9の 4.8を除いて， 7.Kでは普通のpH値を示している. I3D 
ちとの結果は稲見氏の青森鯨に於ける傾斜地， 台地，卒坦地の卒果園土壌の示す 5.6前後
のpH値に類似して:J'a-t，川島氏による長野牒，青森鯨の場合よりは高い pH値を示して
いる.塩化加里では 6.0乃至 3.9で稲見氏の 4.5前後([)pH ~直に対し高低差が大であ る .






園土の腐植質含量はNO.12の 8.609%を除いては， 寧ろ少量と思われる. I3Dち卒均1.94
%で稲見氏のどれよりも少なし台地の約4分の 1，傾斜地の2分のし卒坦地の約2分
の 1に過ぎない.
窒素は No.12が 0.193μ で最高であるが，他のものは極めて少主主く平均 0.051%で，稲
見氏による台地の5分の1，傾斜地，.:zp..坦地の3分のlである.
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4)烏潟博高(1950): ;農学4巻2号
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6)川島緑郎 (1939): ;農芸化学会誌15巻 8号
7) 後藤岩三郎(19引):山形農林学会報 l号
8)中国党五郎 (1916):病虫害雑誌、 6巻 6-10号
，9)同 上 (1938):向 上 2ラ巻 3号
10)斎藤泰治 (1949):園芸学研究集録第4輯 (京大農学都，園芸学研究室)
Resumる
1) The present pap巴rdeals with the investigations made in 1951， from the soil 
scienti五calpoint of view， on七heInternal cork and Drough七 spotof apple which 
hroke out in the apple orchards in Yamagata Prefecture. 
2) Mechanical and chemical characteristics-soil class， pH in wa七er，pH in 
N-KCl， e:xchange acidity， hydiolytic acidiもy，total nitrogen， humus， CjN ra七io，e:xcha-
ngeable lime ancl magnesium-ofもheapple orchard soils attacked with the Internal 









apple orchard soils. 
3) Bu七thecon七entsof horon in available form in the healthy soil were greater 
in amoun七thanin th巴 soilattacked with:j the In何rnalcork and Drough七 spotof 
apple. 
4) Theapple 'orchards where precautionary measures had beentaken against 
出eInternal cork; and Drought spot of apple were almost sa ved from the attack; wi出
these diseases in 1952. ，; 
5) J udging from the results described above， itseems reasonable toassume that 
the Inter・nalcork; and Droughもspotof apple were caused by the boron deficiency and 
stil IUore deeply a宜ectedby the shortage of rain in the previous year (1951) . 
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